
日時：令和7年2月1日（土）13：00～14：30
方法：Zoomにてオンライン配信

愛媛県立中央病院共催として、「骨髄バンクセミナー」を開催しました。
骨髄バンクからの各種報告やドナー安全情報の提供に加え、末梢血幹細胞採取につい

て、講師の先生方から具体的な事例を交えたお話を伺いました。
採取についての理解が深まった・最新の情報を得られてよかったというご意見を多く

いただきました。

59人中

参加者職種内訳

アンケート結果

42件の回答



たくさんのご参加、ご意見・ご要望をありがとうございました。
今後の拠点病院セミナー運営の参考にさせていただきます。

問２．問１のようにお答えになった理由をご記入ください。
・骨髄バンクの現状や中四国ブロックの現状・今後について理解できたから。
・どの内容も知りたいものであり、わかりやすかったから。
・他施設の状況や情報を知ることにより安全性がさらに高まると思ったから。
・末梢血幹細胞採取の現状が分かったから。
・ドナー安全に関する情報共有が勉強になったから。
・骨髄バンク事業が今後存在し続けていくための課題や、そのためにドナーの方の負担をいかに減
らさなければならないかを、自分でも考えてみるよいきっかけとなったから。

問5.

問4．問3のようにお答えになった理由をご記入ください。
・内容の質、量、講師の先生方の話し方など、どれもよかったから。
・ジーラスタ使用時のことについては、他施設の動きを知ることができたから。
・ドナーの安全を最大限に守るために、再発防止できるところ、取り入れたいところを情報共有で
きると良いと思ったから。

・PEG-CSFを使用するドナーのトラブルへの具体的対応策が、大変参考になったから。
・PEG-CSFの導入について詳しく理解できたから。
・PEG-CSF投与による採取について勉強になったから。
・ドナー確保が困難な状況が進むこと、外来でのpegfilgrastimを用いた採取について理解が深まっ
たから。

41件の回答

42件の回答


	スライド番号 1
	スライド番号 2

